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2007年度連結決算（中間期）に 
ついて 

・中核事業の展開について 
「利益ある持続的成長」の実現を目指して 

特集  

株主のみなさまと東芝をつなぐ情報誌 

2007年冬号 株主通信 

株主のみなさまへ 
株主のみなさまにおかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
平素のご支援、ご愛顧に対し厚く御礼申し上げます。 

2007年度連結決算（中間期） 2006年度連結決算と2007年度通期予想 

中間期 

2007年度 
（一株当たり） 
 

6円 

売上高 営業損益 
（単位：億円） 

31,620

36,899

2006 2007

（単位：億円） 

652

825

2006 2007

（単位：億円） 

388

457

2006 2007

※期末の配当は 
    未定です 

中間期 

6円50銭 

4円50銭 

期末 

当期純損益 売上高 営業損益 
（単位：億円） 

71,164

78,000

2006

（年度） 

（単位：億円） 

2,584

2,900

2006

（年度） 

（単位：億円） 

1,374

1,800

2006

（年度） （年度） （年度） （年度） 

当期純損益 

2006年度（一株当たり） 
ご参考 

2007
（予想） 

2007
（予想） 

2007
（予想） 

当中間期において、当社グループの業績は
順調に推移し、前年同期に比べて増収増
益を達成いたしました。パソコン事業や、電
力システム事業等の社会インフラ部門が当
初の想定より好調で、７月に上方修正した業
績予想を上回りました。また、剰余金の配当は、
中間期としては過去最高の１株当たり6円とし、
配当金関係書類を同封させていただきました。 
 

＜アンケートのお願い＞  

当社では、株主のみなさまとのコミュニケーシ
ョンを深める活動の参考とさせていただくため、
アンケートを実施いたします。師走のご多忙
な時期とは存じますが、ご回答をお願いいた
します。趣旨などの詳細は最終ページおよび
同封のアンケートのご案内をご参照ください。 
 

・ここに注目「ecoスタイル」 

中間期の 
配当について 

代表執行役社長 
 西田 厚聰 
 

あつ とし 
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2007年度連結決算（中間期）について 

部門別営業損益　 

社会 
インフラ部門 

電力システム事業はウェスチングハウス 
社の連結化や、火力事業等が好調、産 
業システム事業等も好調 

売上高のセグメント間消去は、▲3,009億円です。 営業損益のセグメント間消去は 
2006年度 ▲20億円、2007年度 ▲2億円です。 

（単位：億円） （単位：億円） 

825

デジタル 
プロダクツ部門 

パソコン事業が大幅増収、 
テレビ、光ディスク装置も伸長 

家庭電器 
部門 

冷蔵庫、洗濯機および 
空調機器が好調 

家庭電器 
部門 

空調機器が好調、 
産業用照明は低調 

液晶事業は低調だったものの、メモリ、 
システムLSIを中心に半導体事業が好調 

電子 
デバイス部門 

社会 
インフラ部門 

電力システム事業、医用システム事業が 
好調、産業システム事業は大幅改善 

デジタル 
プロダクツ部門 

テレビが悪化、ハードディスク装置および 
携帯電話も低調だったものの、 
パソコン事業の大幅増益により黒字化 

メモリを中心に半導体事業が 
高い利益水準を維持、液晶事業は悪化 

電子 
デバイス部門 

652

部門別売上高 

2006年度 2007年度 

売上高 

3兆6,899億円 

36％ 
デジタル 
プロダクツ 
14,392

5% 
その他 
1,980

10%

家庭電器 
3,838

27% 

社会インフラ 
10,865

22％
電子デバイス 
8,833

米ドルやユーロなどの外国通貨の為替が変動することにより 
業績にどのくらいの影響が出ますか？ 

Q決算 

 

A 東芝では、米ドルでの輸出額と、調達のための米ドルでの輸入額のバランスがとれており、時期を見て為替
予約も行いますので、為替の変動が損益に与える影響は小さくなっています。なお、ユーロでの取引では、

輸出がほとんどですので、為替の影響は出ますが、総額が少ないため、損益への影響はあまり大きくありません。 

2007年12月 

代表執行役社長 
 

前のページから続く 

当中間期の業績は、 

 

 

 

 

と増収増益になりました。 

営業損益は、家庭電器部門が悪化、電子デバ

イス部門が減益となったものの、デジタルプロダ

クツ部門が改善して黒字化し、社会インフラ部

門は増益でした。また、当社が保有する東芝機

械（株）株式の一部売却、銀座東芝ビルおよび

同敷地の売却決定など、「集中と選択」を進め

ました。 

 
本年度の通期業績予想につきましては、前回

予想（本年4月26日発表）を修正し、以下のとお

りといたします。 

 

 

 

 

原油や素材価格の高騰等により景気動向に不

透明感はありますが、下期も、今回見直した通

期業績予想の達成に向けて全力でまい進いた

しますので、引き続きご支援をお願いいたします。 

株主のみなさまへ 

売上高      3兆6，899億円 
　　　　　  （前年同期比5，279億円増加） 

営業損益  825億円 
　　　　　 （前年同期比173億円増加） 

売上高      7兆8，000億円 
　　　　　  （前回予想比3，000億円増加） 

営業損益  2，900億円 
　　　　　 （前回予想比300億円増加） 

569 電子 
デバイス 

106 社会 
インフラ 

62 その他 

デジタル 
プロダクツ 

▲76

11 家庭電器 

540 電子 
デバイス 

200 社会 
インフラ 

96 その他 

デジタル 
プロダクツ 

3

▲12家庭電器 

あつ とし 



中 核 事 業 の 展 開について  

半導体事業の展開 

電力システム事業の 
グローバル展開 

（  ）内は発表月 

＊WEC:ウェスチングハウス社グループ 

ソニーグループと新たな協業体制の構築に 
向け新合弁会社の設立で基本合意（10月） 

システムＬＳＩ 
加賀東芝エレクトロニクス（株）でパワー半導体 
新製造棟の開所式を実施（10月） 

ディスクリート（個別半導体） 
四日市工場第四製造棟の竣工（9月） 

メモリ 

発表の詳細はhttp://www.toshiba.co.jp/の「プレスリリース」でご参照ください。 

東芝四日市工場 第四製造棟 加賀東芝エレクトロニクス（株）新製造棟 高性能半導体（セル・ブロードバンド・エンジン） 

自分らしく快適に暮らしながら、 
いつの間にかエコな毎日になっている。 

そんな新しいエコライフを 
東芝は応援します。 

「ｅｃｏスタイル」の主な商品 

 ・高効率運転で 
 電気のムダをおさえ     
 新鮮保存 
 ・庫内はひろびろ 
 「リーチイン・ 
 保湿鮮蔵庫」 

冷蔵庫 

暮らしにやさしい環境
性能 
・省エネＮｏ.１※1 
・スピードＮｏ.１※1 
・低騒音 
※1 2007年８月現在 

洗濯乾燥機 

 

・「エコdeクリーンシス
テム」できれいな空気 
・業界トップ※2の省エ
ネ性能 
※2 2007年11月現在 

エアコン 電球型蛍光ランプ 

阿部寛さん、天海祐希さんをイメージキャラクターとして 
「ecoスタイル」商品をテレビＣＭにて続々紹介いたします。 

タタ電力向け 
石炭火力発電設備を 
受注（8月） 

・火力発電所向け情報制御システムの製造拠点を設立（7月） 
・WEC＊が原子炉設備（4基）を受注（7月） 

・電力用ガス絶縁開閉装置製造拠点の新工場が竣工（11月） 

に 
注 目 こ 

こ 

http://www.toshiba.co.jp/living/

｢ecoスタイル」の商品の 
詳細は以下のサイトでご覧いただけます。 

 WEC＊が原子力 
 エンジ二アリング会社 
（アステア社）を買収（9月） 

フランス 

WEC＊がエンジニアリ 
 ング会社（IST社）の原 
 子力部門を買収（7月） 

南アフリカ共和国 

インド 

・ウラン鉱山権益を取得（8月） 
・国営企業カザトムプロム社がWEC＊に10%資本参加（8月） 

カザフスタン 

火力サービス事業会社 
（レジェンコ社）に出資（4月） 

米国 

中国 

原子力エンジニアリング 
新棟建設を決定（横浜市）（10月） 

日本 

 カタチは電球で、中身 
 は蛍光灯 
 業界Ｎｏ.１※2の省電力 
 （電球100Ｗタイプ） 



Cert no. SGS-COC-2053

この印刷物は、環境に配慮し、「ＦＳＣ認証紙」と 
「植物性大豆油インキ」を使用しています。 

〒105-8001　東京都港区芝浦一丁目1番1号（東芝ビルディング） 
ＴＥＬ　（03）3457-4511（代表） 

株式事務についてのご案内 

取次所 中央三井信託銀行株式会社 
全国各支店 
日本証券代行株式会社 
本店及び全国各支店 

株主名簿 
管理人 

東京都港区芝三丁目33番1号 
中央三井信託銀行株式会社 

事務取扱所 〒168-0063 
東京都杉並区和泉二丁目8番4号 
中央三井信託銀行株式会社 
証券代行部 

7 0120-78-2031

住所変更、名義書換請求、単元未満株式買取請求、単
元未満株式買増請求、配当金振込指定に必要な各用
紙のご請求につきましては、株主名簿管理人のフリーダ
イヤル及びインターネットのホームページで24時間受け
付けております。 

http://www.chuomitsui.co.jp/
person/p_06.html

ホームページ 
アドレス 

70120-87-2031TEL

※本株主通信に記載されている事項には、将来についての計画や予想に関する記述が含まれています。 
実際の業績は当社の予想と大きく異なることがありますことをご承知おきください。 

書面でのご意見・資料請求は下記住所の株式会社東芝　広報室あてにお送りください。 

ホームページ探訪 
「投資家情報」のホームページを更新いたしました。より親しみやすいデザインにし、 
人気ページベスト５も追加いたしました。また「個人投資家の皆様へ」のコーナーを 
簡潔で分かりやすいものにいたしました。ぜひ、ご覧ください。 
 

重要な告知 動画配信 人気ページベスト5

株価 

株主のみなさまにご意向を伺いコミュニケー

ションを深める活動の参考とさせていただくこ

とを目的に、1,000株以上保有の単元株主の

みなさまにアンケートを実施いたします。師走

のご多忙な時期とは存じますが、ご協力をお

願いいたします。 

同封のアンケート用紙にある設問について

同封のはがきにご回答の上、投函ください。

12月31日の消印まで有効とさせていただきま

す。ご回答いただきました方に謝礼を進呈い

たします。 

ＣＳＲの 
取り組み 

ピンクリボン活動で乳がん検診の 
受診を呼びかけています 
東芝グループは、乳房用X線撮影装置（マン
モグラフィ）、超音波診断装置、MRI、CTなど
の画像診断装置の国内トップメーカーとして、
乳がんの早期発見、診断、治療を呼びかける
ピンクリボン活動を応援しています。 
１０月のピンクリボン月間には、検診啓発広告
やピンクリボン・ウォークイベントへの従業員の
参加などを通じて、乳がん検診を呼びかけました。 
 

乳房用X線撮影装置 
Pe・ru・ruTM（ペルル） 

東芝のマンモグラフィＰＲカーと 
イベント参加のグループ従業員 

アンケート実施のご案内 

http://www.toshiba.co.jp/about/ir

「投資家情報」ホームページのアドレス 


